
 

 

 

 今回は。あなた達小学生や中学生に直接かかわる事柄を張り付けました。とても大切なことなので、しっかりと読んでくださいね。安永先生が読んでくれますので、一緒に読んで、事の重大さを考えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 10月 20日 第 36巻 21号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】恐怖のプライバシーの消滅時代へ 
 先日、あなた達がスマートフォンを利用した時のすべてのデータが

アメリカ合衆国に保管されていることを教えました。今回はさらにひ 

どい話になります。 

 現在、小・中学生のあなた達の学校でのすべてのデータ、出欠、成

績、素行、人間性など先生が記録したすべてのデータがコンピュータ

ーにインプットされ、保管されて、それをもとに先生が指導されてい

ます。そしてこのデータは、調査書の記載に利用されることになって

います。しかし今後は、そのデータをもとにして、ＡＩが学習指導を

する方向へ時代が進んでいます。そうなるとどんな時代になるかを考

えてみませんか？そうなのです、あなたの人生の小中学校時代からの

すべてのプライバシーが保障されなくなるのです。将来に就職などの

ときに、理由もないのに合格できなくなることがあり、それは小中学 

生の時の成績や素行が影響する時代になったということです。これで

は小学生の時から先生の目を見てびくびく行動することが必要とな

り、のびのびと学校生活ができなと思うのですが、いかがでしょうか。

人間は時にはずるいことをしたり、無知なために人を傷つけたり、失

敗をして成長をするような人もいるからです。 

【上・左】安倍晋三さんは、教育についてもとても悪いことをし

ています。戦後まもなく作られた「教育基本法」を、戦前の軍国

主義教育に必要だった『愛国主義』を教科書編集の方針としたた

めに、多くの歴史的事実を改竄（かいざん）した教科書に改悪さ

せてきたのです。こんなことをすると、危うくなるのは日本国民

の自由と平和であり、あなた達の財産の保障や教育の自由が壊さ

れるのです。安倍晋三は戦後最悪の教育破壊者なのです。このこ

とに関して、同じ自民党の村上隆国会議員が、「安倍総理は日本を

壊してしまった国賊である」という批判をもとに、安倍総理の国

葬に欠席をしました。とても立派で誇り高いことだと思います。

今の自民党の国会議員は、臆病者か無能かまたはお金持ちである

ために他者の幸福など考えない人たちばかりなのです。昔の自民 

党には尊敬するべき指導者がたくさんいました。村上さんの言葉の

新聞記事は、後日掲載します。とても強烈な安倍晋三批判です。 

【下】安倍政権の時から、「愛国心」や「国家の防衛」が強調さ

れ、教科書は変更され、愛国のための教育やテレビ放送が続い

ています。政治的に保守か革新かとは関係なしに誰にだって愛

国心はありますよね。にもかかわらずこのような言葉が飛び交

うのは、与党である自民党が、他政党を意図的に愛国者でない

という理由で排除するための偏向教育なのです。今の傾向は、

戦前の軍国主義の時代と何ら変わりません。残念ながら日本は 

再び滅びようとしているのです。 

【下】教科書の変更の中で特にひどいのは、高校生の国語の教科書から、「文学」を排除

した点です。今の教育の指導者たちは、人間は民法上の「契約書」が読み書きできれ 

ば、文学の知識など不要だと考えているのです。実は小学生の「英語」授業の増加も、小

学生から「経済」を教えようという動きも、このことと直接的につながっています。つま

り人間はお金の計算ができればそれで十分であるという教育方針＝日本やアメリカの大

企業が儲かるような教育方針で国が動いているのです。恐ろしいことです。考えても見て

ください、「国語」とは「人間の心」を学ぶ学問であり、人の心はお金よりはるかに大切

なものなのに、それをないがしろにするような教育はおよそ教育とは言えないと思うので

すがいかかでしょうか。このような傾向は、お金が第一と考える、１９８０年代からの「新

自由主義哲学（主張者はフリードリッヒ・ハイエク）」及び「新自由主義経済学（主張者

はミルトン・フリードマン）」に原因があるのです。中曽根首相から小泉首相も安倍首相

も同じような考えの指導者でした。さすがにこれではまずいということで、岸田首相も「新

しい資本主義」という言葉を使われていますが、しかし彼には新自由主義経済学を変えよ

うという政策は全くありません。（泣）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下左】西日本新聞の記事からです。携帯やスマートフォンは中学生から所持しているというグラフです。 

【下右】しかしスマートフォンなどを持っている結果として、精神は疲弊し破壊されている小中高生が多いので、「デジタルデトッ

クス」をしませんか？＝あなた達の心の中にたまっている「精神的な毒物」を体や心の外に出してみませんか？という記事です。

因みに高齢の森は、いろいろな物を食べて体にたまった毒物を、熱した「米ぬか酵素」を使って、デトックスしています。（笑）。 

【上】どんなにお金や地位があっても、心が豊かにならない限り「幸せ」にはなれません。その「心」を教えないのが日本です。 

【下】アメリカ合衆国では、実は日本でも、さらに多くの国で「早くから教育ローン（という名前の借

金）を銀行から借りて、子供の学費や塾の費用を支払い」「その借金は子どもが働き始めて子供本人が

返す」ということが行われています。幸運にも優秀な子供が、それなりの給与がもらえる会社に就職で

きれば良いのですが、そうでないと家族はもちろん、子供そのものの人生も破壊されてしまいます。悲

しいことですがお隣の韓国や中華人民共和国でもひどい有様になっています。しかし最もひどいのがア

メリカ合衆国です。まさしく「学資ローン返済地獄」に陥ってしまうのです。バイデンさんは、大学生

の教育ローンの返済だけは免除する政策をとられましたが、日本も同じようにしてもらいたいと思いま

す。自由競争を優先するアメリカ合衆国は、貧しい家庭の教育費をどうにかしようとする社会政策はと

られていません。他方で、中国の習近平さんは、教育にそんなにお金をかける事や、大金をとる学習塾

や受験予備校の運営を禁止しました。過度の競争を防ぎ、子供が借金地獄で苦しまないようにするため 

には、中国のやり方もある意味では好ましいと思うのですがいかがでしょうか。それに、これまでの企業

や国家間の競争を続けていたら、もう地球の方が人類の存続を許さない事態になっているのですから。 


